
RCOSトラック1

CiNii Researchと
⼤学図書館



本トラックの概要
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10:00-10:10 学術検索サービスCiNii Researchの進むべき道 ⼤波純⼀（国⽴情報学研究所）

10:10-10:20 データにみるCiNiiの機能要件 河合将志（国⽴情報学研究所）

10:20-10:30 CiNii Researchに対するURAからの期待 天野絵⾥⼦（京都⼤学学術研究⽀援室）

10:30-10:40 図書館の現場および海外から⾒た情報検索基盤 江上敏哲（国際⽇本⽂化研究センター図書館）

10:40-11:00 登壇者とのパネルディスカッション 登壇者

11:00-11:10 質疑応答 参加者

新たに構築された次世代学術検索基盤の外観・今後

CiNiiを利⽤するコミュニティとの関係

URAコミュニティから⾒たCiNii Research

学術図書館と海外から⾒たCiNii Research



2021/07/06
国⽴情報学研究所

オープンサイエンス基盤研究センター
⼤波純⼀

学術検索サービスCiNii Researchの進むべき道
The Yellow Brick Road of academic discovery service, CiNii Research
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学術検索基盤
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2021年4⽉より正式公開された、国⽴情報学研究所の新サービス
⼀つの検索画⾯から多様な学術情報へ、イージーアクセス

https://cir.nii.ac.jp/
論⽂ 書誌

研究プロジェクト博⼠論⽂
研究データ

ファンディング情報

博⼠号情報

OpenBDを利⽤した
書影画像

データ本体への
アクセスリンク

参考⽂献や引⽤
情報



CiNii Researchに含まれるデータ件数
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3000万件以上の研究データ、
プロジェクト、論⽂、書誌情報を搭載

2021年5⽉時点のCiNii Research検索エントリ数
論⽂ 9,258,151

研究データ 191,988
本 12,737,134

博⼠論⽂ 673,510
その他成果物 6,552,789
プロジェクト 967,919

計 30,381,491

NIIが以前から公開していた学術サービス、

等のデータを、内部で統合し関係性を追加
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研究関連リソース

エンティティ間の
関係性

・引⽤関係
・親⼦関係
・時空間情報

研究
課題

論⽂
情報

書誌
情報

研究
データ

博⼠
論⽂

研究関連リソースの統合化と関係性追加

知識発⾒基盤としての⼀本化
エンティティの関係性を介した統合化

複数リソース由来の
同⼀情報名寄せ

・DOI等のID⼀致
・テキスト⼀致
・判断アルゴリズム



CiNii Researchの基本動作

•基本動作

• 3000万件超の研究データ、論⽂、書誌情報、プロジェクトデータの
シンプルな横断検索（＝イージーアクセス）

• 単体ページにおける、関連データ・関連⽂献・関連プロジェクト
・関係するID等の表⽰（＝ディープサーチ）
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•想定ユーザと利⽤法

• 研究者 → 論⽂検索で研究データやプロジェクトデータも取得
• 図書館員 → 書誌や論⽂などの研究成果を包括的に管理
• 調査担当者 → プロジェクトや組織ごとの研究成果を集計



CiNii Researchの今後

•内部情報の改善
•検索対象データベースの追加
•国際連携
•分野別DB連携
• CiNii Articles、CiNii Books、CiNii Dissertationsの統合化
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研究者、図書館員、調査担当者の
それぞれの学術情報検索活動にさらに貢献できるよう、
⽇々改善を続けて参ります。



お知らせ

•統合に関するスケジュール等の詳細については、Webペー
ジ等で改めてお知らせいたします。
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• 2022年4⽉1⽇より、CiNii ArticlesはCiNii Researchへ統合し、
論⽂検索はCiNii Researchに⼀本化します。


